
試し書き

2007.09.05

東京での二日目、日記を書くように言われたけど、何を書けばいいのかわからない。
東京に着くと雨が降りだして、雨はもうやんだかな。
東京には高層ビルがたくさんあり、
どれもデザイン性に富んでいて、いい感じ、うん、とてもいい感じ。
北京にも高層ビルはあるけれど、ほとんどは真四角。まぁ、天安門と調和してはいるけれど。
だいたいこ
んな感じです。この2日間に起きたことといえば、特に荷物が重過ぎてとても大変だったので、まだ物事を考えられる状態ではないのです。
そういうわけで、このへんで～
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この１週間……

2007.09.14

愛媛に着いてから、初めての日記です。、この1週間はとてもたいへんでした。日本語ではなんて話したらいいのだろうと考えていない時間は１秒たりともなく、授業中は先生
は一体何を話しているのだろうと一生懸命考え、やっと、わかったときには、もう違う話題に移っていたり。幸いなことに周りの人たちは私にとてもよくしてくれるので、生活
も勉強も助けてもらって、私のミスもフォローしてくれます。皆さんには申し訳ない気持ちでいっぱいです。だって私は人に迷惑ばかりかけて、ボウっとしてるし、記憶力も悪
いし、方向音痴で気のきいたことも言えず、周りに迷惑っばかりかけています～でも私は固く誓います、私は善良な女の子です、ちょっと、天然なコト以外、ここの生活にとけ
こもうと努力します。話すだけのことがこんなに大変なのだと始めて気がつきました。今のところ愛媛で中国人には会ったことが有りません。ですので独り言をつぶやくときし
か、中国語は使えません。これ以外にもこの１週間で始めて経験することは沢山有りました。おおまかなことはおいておいて、初めて三ヶ国語で発表したこと、初めて自分は外
国人だと人に言ったこと、初めて野球を見たこと、初めてケーキを作ったこと、初めて偉い人たちから名刺をいただいたこと、初めて食べた中華料理もどき……きっとこの１年
はすばらしい１年になると思います。私も悔いのないよう、全力をつくします。
でもちょっと、この４年間いっしょにすごした仲間のことも思い出します。みんなどうしてい
るのかなあ？心のなかからそっと語りかけます。
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こんな一日

2007.09.19

まずAndyの問題に答えるね。
愛媛の天気は涼しくなると思う？昨日はわたしの半生で一番暑い日でした。体育をしてる時、１年分の汗をかいた感じです（でも初めてみんなと
バスケしてすごく楽しかった、ハーフあたりで体力が持たなくって休んだけど）
そうだ、本題に入るね、私の１日を話しますね。
まず朝学校に着いて電子辞書を家に忘れたの
を気づき、クラスメートが私のあの時の落ち込んだ気持ちをさっしてくれた。
それから、昨日は月曜の授業で、私は当然のように今日は火曜日のはずと思い込み、運悪く水曜
授業だったのを知らなくて。みんなが生物をうけてるの時間、自習になってしまった。
その後、昼頃、先生がなんと理科のコンクールにでないかって（クラスではたった６人
しかでないのよ）065のクラスメートは私の状態解ってるのかな、この事どう思う？でもどっちでもいいんのだけど～結局は参加よ～せいぜいそばで応援するか、鉛筆でも削っ
てようかな...冗談だよ、～私も頑張るから！みんなも頑張って！
家に帰る途中、電車のICカード突然うまくいかなくなって、運よく後ろにいた係りの人が元通りにしてくれ
た。
電車の中で少し居眠りして、目が覚めたら丁度駅に着いたところだった。見慣れた広告があり、急いで降りた。ちゃんと目が覚めたら、まだ一駅あるのに気づき、歩いて
帰るしかなかった（教科書重くて、今でも肩がちょっと痛い）。
帰り道、今日の自分は最悪、なんでだろうってずっと考えてた。
でも、家に帰って、冷たいウーロン茶飲んで
冷蔵庫からケーキ出して食べながらゆっくり振り返ってたら、考えすぎだと気づいた。
これって考えなきゃいけないことだろうか？生活のリズムからかけ離れて、自分の力で
変えたときの喜び；あのぶつかった後、冷静に振り返った事；あのせっぱ詰ったなかでの密かな喜び；あの未来に対する不確かな刺激。
本当に楽しい。今はこんな日々を送っ
ています。まるで自分の世界から、現実の世界に踏み込んだかのようだ。毎日電車の時間をあれこれ気にし、真面目にお小遣いメモをつけ、もともとこまごました出費に気をつ
けるのが大切だと解ってきた．．．
こんな生活が真実なんです。毎日の変化にきちんと気づき、さらに自分が明日に真っ向から向き合うのを信じています。明日は私の思うよ
うにいくことを望みたい。
こんなふうな一日、辛いけど、充実感があります（この二文字ってちょっと俗っぽいけど、本当にこう思うのです。みんな、どのように暮らして
る？体に気をつけてね、１年後の私達成長してるはず。～Andy、試験頑張って！私も応援してるから！
PS私を助けてくれてる人に再び感謝！
写真は鳥の頭を解剖してるとこ
ろです、
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どうして日記のタイトルが必要？毎回これでなやんでいます……

2007.09.30

ずいぶん日記とご無沙汰していました。忙しかったのではなく、ノートの調子が悪かったからです。でもふりかえると本当に忙しかったです。この１週間はPCが壊れているこ
とを思い出す余裕もありませんでした。この１週間試験に参加し、これが思った以上に難しく、先輩の栄えある歴史に続くことは無理そうです。でも努力は怠りません。すべて
自分の力となるのですから。試験が終わっても新しいｽﾀｰﾄに過ぎません。毎日成長し続けていけますように。
学校の登山部に参加する予定でしたが、安全の関係上実現でき
ず、少々残念でした。でも理不尽な思いは残っています。他の部活動もとてもすばらしでしょう！
10月11日は学校の文化祭で、とても楽しみです。
昨日駅で自転車がみつから
ず、結局歩いて家に帰りました。今朝また探しましたが、別の場所からみつかりました。まあ、なくなっていなかったので良しとしましょう。
ps.やっと涼しくなってきまし
た！
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10月、初めての日記

2007.10.20

10月も半ばが過ぎました。天気はようやく涼しくなって、北国生まれの私にとっては魚が水を得たようです。でも朝起きるのがつらくなり、朝走る計画は理性と意志の力をも
ってしても抗いがたく、輝かしい闘争の歴史の舞台から降りることになりました。でも、一番つらいのは朝スカートをはいて自転車に乗ること。北風です。すねが寒い~全く想
いもよりませんでした。以前は全くスカートをはかなかった私がまさか1年中スカートをはかなくてはいけなくなろうとは。とかくこの世は測りがたし~でも大丈夫！日本の老
若全ての女性がこの苦しみに耐えられるのだから私にだって！？熱き血潮で燃え上がるのよ！
先週はチャレンジ週間でした。体育の剣道の授業で筋肉痛を起こしてつらいな
か、その24時間以内に、体育祭にでたのです（しかもほとんどの種目に参加しました）。それと西日本の最高峰の山にも登りました（しかも雨の中）。（翌日は体育の授業が
またあり）昨日はまだ両足の痛みがとれませんでした。今日はやっとよくなったのでまたお芋堀に行ってきました。明日はきっと腰が痛くなるでしょう。でも明後日はまた体育
の授業があります。私は悟りましたね、これが苦痛は快楽なのだ、ということなのだと。
今度の木曜日の夜の観月祭りで、校長先生と一緒に歌います。がんばります、月に住
まうお姉さまをびっくりさせないように！
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2ヶ月たった！

2007.11.04

1ヶ月以上前は、時間過ぎるのが、速く感じる時と遅く感じるときがあると、よく回りの人に言っていた。速く感じる時とは、あっという間に身の回りの全ての事が変化したと
き。；遅く感じる時は、日本に着いたばかりの、友達もいなく、次の瞬間何を言えばいいかとまどってた時。いつの間にか、また1ヶ月が過ぎた。Andyの言うように、～辛い
し、寂しい～は日本人の
暖かさとともに、なくなっていった。自分が新しい友達と付き合う能力が想像してたより、無いことを認めざるをえない。でも、往々にして身の回り
の友達が親切に、私の酷い日本語に対応してくれていることを見ると、また勇気をもらい、頑張って彼らに溶け込もうとした。明日から又新しい一週間。回りの人全てに、笑顔
で、“今日は、友達になってね”って言おう。
前回お話した、お月見祭の演出は成功したと言えると思う。あの日の午後、突然大雨が降ってきて、みんな体育館に変更したらっ
て心配してくれた。幸いなことに、最後には雨が止んだけじゃなく、月のお姉さんも姿を現しました。みんなが一緒に努力し又お祝いするのを見ると、自然に自分が友達と一緒
に準備したことを考えた。私達はけいこ場のために、キャンパスの角から角まで走りまわり、図書室、階段の踊り場、駐輪場、広告看板の裏、至る所すべてに私達の思い出があ
る。またミュージカルのために１週間昼食もとらなかったのを、覚えていている。公演が終わったとき、私達は抱きあいながら、叫んだ。先生も泣いていた。将来がどのようか
に関わらず、高校の時代の思い出は最も尊いはずなのです！
この１年も同じだと思う。あまりお客さん扱いをして欲しくはない。だから雨が降った後、先生の阻止を顧みない
で大きい竹ぼうきを手にして、みんなと一緒に地面にたまった水を掃いた。ただ、みんなと同じ喜びをわかちあいたい。この年は、留学生の立場で、文化交流の使いであるけ
ど、1人の普通の高校生でもあるのです。私は、友達と一緒に得たものを分かち合う権利を、１分でも無駄にはしたくない。
来週留学生の集まりがあります。他の人も私と同じ
考えだと信じてる。楽しいと同時に友達付き合う機会だと。来月、スピーチコンテストに参加します。しっかり頑張ります！間もなく試験もあります。私の得意の科目ではない
けれど、力を尽くします。世界中の人は中国人が試験に対し堂々と努力を惜しまない事を知っています。私はこの神話に終止符を打つことはできない。
かつてクラスで、誕生
日を迎えた日、友達の名前を黒板に大きく書き、みんなで一緒に拍手をして、彼の誕生日を祝った。私がいなくなって、誰が代わりをしてくれてるか分からないけど。とりあえ
ず、7月以降に生まれた人、お誕生日おめでとうございます。
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風邪&睡眠&留学生パーティー

2007.11.08

周りがばたばたと風邪のウィルスに倒れてゆく中、ひそかに自分の頑強さには感心していたのに、なんと先生から寒くなってきているからくれぐれも体には気をつけるんだよ、
と電話を頂いたその日に、私まで陥落してしまいました。翌日の午後は授業がなかったので、さっさと家に帰り、寝てしまいました。なんとその日は12時間の爆睡。かなり元
気も回復しました。今、声がまだ変なこと以外はほとんど回復しました。まるで野生のようなこの回復力！？
今日の午後、松山市の中央高校にいってきました。たくさんのい
ろいろな国から来た人々に会いました。ドイツ、フィリピン、ベトナム、韓国、ブラジル、オーストラリア、もちろん、華人の一大グループにも。自分とは違った色々な人に出
会える機会っていいですね。写真は一緒に行ったクラスの人たちと撮った記念写真です。
みんなも元気でね。特に女子、厚着が無理なら、よく体を動かして、たくさん食べる
ようにね。
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追記

2007.12.06

ごめんなさい、言い忘れていましたが、私は明日スピーチコンテストに参加してきます。頑張るぞ！
それと、この間のテストの結果はさんざんでした。みんなにここで誓いま
す。次回のテストではきっと中国の学生としてしかるべき成績をとってみせます。まあ、あまり自信はないのですが、こうでもいっておかなければやってられない？！
がんば
れがんばれがんばれ！！！
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初めての受賞！

2007.12.07

スピーチコンテストが終わり、外国人特別賞を頂きました。７人中３人が受賞ということで決して満足な結果ではなかったけれど、やっぱりとても嬉しい。努力が報われるのは
良いことですね。ちょうどビデオを見終えました。自分の声を聞くのは気持ちが悪いけど、そこは堪えて聞きました。日本語は少し硬い感じ。中国語を１６年間も話してるだけ
ありますね。しかも東北の中国語ですから・・・
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私の誕生日おめでとう

2008.01.09

誕生日おめでとう、自分に言ってみる……
私の16歳、ろうそくと共に解けていった、願ったことがもうすぐ実現する。
価値ある16歳の思い出~
同じ様に私の17歳を楽しみに
してる……すばらしいはず！
Toefl試験頑張ろう！17歳の挑戦。
それから謝まりたいことがあるの、何か一つのことに集中してると、色んなことおろそかになりがちなんだ。
このところ、そういうことがあって、見落としてる人や事に、申し訳ない思いです。
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とうとう

2008.02.13

今日の空はとても青く、とても深い。
今日の私はとても楽しく、とても気持ちが安らかだ。
5000メートルは私にとって、天文学的数字と言っていい、今日一歩一歩踏みしめ
た。20数分間、私は絶えず自分に言い聞かせた、ゆっくりと歩を進めよう、じゃないと駄目になってしまう、足どりを止めた、私と自分との戦いは終わった。
体の疲労と比べ
てみて、独りで奮闘する寂しさはさらに耐え難いものだと思う。でもこれこそが、まさにマラソンのだ醍醐味なのかもしれない。孤独な時、自分の心の声に耳を傾けた。
Ps.小
紅~早く回復してね！毎日祈ってます……
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消え去るべきでない美しさを記す

2008.04.10

一回の夜通しの雨、桜は散ってしまった……
人は憂えがち、心の奥にあるちょうど美に開こうとする心の扉が、こうして、狂風の一吹きで閉じられてしまった。しかし、その
美しさは消え去ることはない。そうではないか？
美しさは星空と同様、昼夜の交替で時に隠れ、時に現れ、美しさは空気と同様、人が本能的に頼る。
私はこの世にある生命万
物を愛し、それらがいのちで霊感を与えてくれることを愛する。
空がより綺麗になり、白雲後ろの秘密、小さい野花はわずかの容色を見せびらかす……
これは真の意味ではな
いか？
愛と鑑賞だけがようやく世界の暗い隅を救うことができる。
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中国を祝福します

2008.05.04

オリンピックまで後100日をきりました。
サマランチ前会長の口から「CHINA」とはっきり発表されたとき、中国全国は沸き上がりました。その日、町に出た人達は大きな声
で叫んだり、歓呼したり、祝ったりしていました。。。たった一つのことで13億の人に自分の喜怒哀楽を忘れるなんて、考えたことも無かったです。そのとき、私達が何に出
会うのか、考えた人は多くなかったかもしれません。
オリンピックの前にこれほど大きな試練に直面する主催国もなかったです。致命的な弱さが肝心なときに暴露されたの
か、未熟さの証明なのか、それとも神様からの試練なのか、ひいてはひどい冗談なのかもしれません。政治の立場や社会分析などを捨てて、中国は一つのチャンスを見つけた子
供のようです。自分を証明しようとしたけれど、やっと捕まえたチャンスは結局嵐だったように見えます。私は国を想うと胸が痛くなり、自分の無力さが情けないです。
異郷
にいて、テレビや新聞からどうにもならない報道を見て、同胞達の怒りと冷静さを欠いた非難を目にした私は、どう言ったらいいか分かりません。間違った方法で愛国心を表し
ている、というのは事実でしょう。しかし、一体どうやって冷静になれるのか、誰かが教えてくれるのでしょうか？国が次から次へとの災難に巻き込まれるのを見ながらこのま
ま平気でいられますか？それとも小型掲示板を作って、共に歴史や発展の問題を検討するのでしょうか？「冷静さ」は、ただ関係のない人の曖昧な言い訳です。中国頑張れと叫
んでいた学生達も自分の情熱で応援を伝えたいだけだったのです。
オリンピック、こんなに神聖で純潔な言葉は、なぜ政治に利用される一つの道具になってしまったのでしょ
うか、なぜこの世界にもう単純な信念などなくなったのでしょうか？私は自分の信じることを続けたいですが、なぜこの世界は何回も何回もそれを動揺させたのか、私には分か
らりません。多分理解できる日も来るかもしれないですが、それは信念が潰れる時です。
心から願っているか否かにかかわらず、2008年は中国に属し、中国人に属するもので
す。5000年の歴史、すべての挑戦に匹敵します。中国人の血液の中には頭を下げるとか、意を曲げることなどありません。100日後、東亜病夫は歴史にある汚点でしたが、今
日の中国にはないと中国人は世界中に見せます。中国が強くなっていくことは避けられません。問題はどうやって障碍を超えるということ。それと同時に、中国が強くなるのも
ありがたいことです。なぜかというと、中国の発展は世界１/５の人口が幸せな生活を過ごし、世界に平和を愛する主流が出てくるということになるからです。私達は自分の未
熟さを否定しません。。成熟するのは、私達の世代の使命です。中国を祝福します……
世界にも中国を祝福していただきたいです……
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災難

2008.05.16

月曜日、私は修学旅行の旅に出た。月曜日、沖縄のホテルで、CNNニュースから地震のことを聞いた。
毎日の朝、携帯のリアルタイムニュースでも、死亡人数はどんどん増え
る一方。
今でも、私がここで文字を入力しながらでも、数万人が待っている、そして、死の神様が生きる権利を奪っている。。。。子供達はお母さんを呼んでいる、残垣に埋
められた人々は「頑張るんだ、助けがきっと来るんだ」と弱弱しく自分に言い聞かせている。被災者達は食べ物を待っている、家族を失った人達は絶望を叫んでいる。。。沖縄
の海はとても美しい、天気も極端に晴れてすばらしい。けれど、地震の画面が散っていかない。
今朝、沖縄の海軍司令部で、白黒の写真から反射した血の赤色を見ながら、気
持ちは落ち込んでいた。日中戦争の時になくなった何も罪もない人々を見たようだ。かつてとても気にして、とても知りたかった、けど今考えてみれば、私たちは平和の時代で
生まれてきて、どんなに追及しても、答えは一つしかない、勝つか負けるか、侵略か被害か、この答えで何が生まれるの？無限に続く憎みのためなのか、或いは他に目的がある
のか。
今朝、日本の救援隊が中国に着いた。命のための団結、自分の信じてることは間違いなかった。この災難は人類の原始的な協力になり、少なくともこれは悲しみの中の
暖流だと思う。日本に感謝、世界各地からのご支援に感謝。
みんなも私と一緒に、今苦しんでいる人々に何かをしよう。現場までにはいけないけど、自分の気持ちを募金しよ
う。一滴の水でも希望なのだから。

林 暁慧さんの日記



祈ります

2008.05.20

地震はすでに10日前の事です。
しかし悲しみは日に日に増えていきます。
この頃は黙々と涙をこぼして、過去の8ヶ月よりも多いです。
毎日寝る前に、いつも窓の前で自分の
7年間つけていたお守りを握って祈っています。神様に聞こえてほしいのです。
自分の無力が嫌いです。家族を失った人々を抱きしめたいのです。彼らの背をなでて、良くなる
よと彼らに言いたいです。しかし今の私はここで黙々と祈るしかできない。悲しんでいる人々の耳に届くように。
昨日郵便局に行ってきました。今月のお小遣いを全部日本赤
十字に寄付しました。出来ることは多分これだけです。
災難と人間性、生死といわゆる価値……世界がどかんと倒壊する時、心の中の壁も音と共に砕け散ってしまいました。
保護がなかったら、心はどんなに弱くもろいのでしょう。けれどその力には驚異があります。
この愛は人の心の痛みを感じることができると初めて知りました。そして、どん
なことがあっても、この愛は人々を支えていくと初めて信ることができました……

林 暁慧さんの日記


	814
	911
	938
	1011
	1172
	1287
	1317
	1549
	1555
	1749
	1910
	2151
	2264
	2330
	2353



